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C4H4ClNOS/C4H5NOS
［CAS No. 55965-84-9］
感作性分類皮膚第 1群

　5-クロロ -2-メチル -4-イソチアゾリン -3-オン（MCI）
と2-メチル -4-イソチアゾリン -3-オン（MI）の混合物
（MCI/MI）は，他のイソチアゾリン系化合物と同様に，
幅広く防腐剤・防カビ剤などとして使用されている．化
粧品，塗料，接着剤，切削油，革製品等に広く含有され
ている1）．
　塗料や接着剤の結合剤を製造する事業場において職業
性皮膚疾患に関する疫学調査が行われた2）．結合剤の成
分のうち，酢酸ビニルやアクリル酸化合物などは遠隔操
作でパイプラインを通して反応タンクに送られる．一方，
開始剤，安定剤，pH調整剤，一部の防腐剤は手作業で扱
われる．85人の労働者のうち76人が調査に参加した．76
人の内訳は，製造現場（化学物質を扱い曝露する）の労
働者51人，実験室勤務又は清掃作業（化学物質に曝露す
る可能性がある）の労働者17人，事務系（化学物質曝露
がない）の労働者 8人であった．作業によるアレルギー
性接触皮膚炎（ACD）は，製造現場の12人と，実験室勤
務又は清掃作業の 1人にみられた．事務系の労働者の中
にはみられなかった．多数の可能性のある化学物質につ
いてパッチテストを実施した結果，製造現場の12人のう
ち 9人がMCI/MIに陽性を示した．それ以外の 3人のう
ち 2人はメタクリル酸化合物及びN-isobutoxymethylacryl-
amideに陽性を示し，もう 1人はホルムアミドに陽性を
示した．実験室勤務又は清掃作業の 1人は，以前製造現
場で働いており，メタクリル酸化合物とN-isobutoxymeth-
ylacrylamideに陽性を示した．以上より，MCI/MI陽性の
ACDは，製造現場では51人中 9人にみられ，実験室勤務
又は清掃作業と事務系を合わせた25人中 0人であった．
（両群の割合には統計学的有意差（p = 0.021）がみられ
る．）なお，製造現場でのMCI/MI陽性の ACD発症者 9
人のうち 4人は，過去に高濃度のMCI/MIに誤って曝露
して化学熱傷を発症していた．
　ペットボトル製造の事業場において，従事していた15
人の労働者のうち 8人がアレルギー性接触皮膚炎（ACD）
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を発症した． 8人のうち 4人がパッチテストを含む調査
に参加し， 4人全員がMCI/MIに陽性を示した3）． 1人
はホルムアルデヒドにも陽性を示し，もう 1人はDisperse 
dye mixおよびプロピレングリコールにも陽性を示した
が，これらの物質は作業による ACD発症との関連性は
ないと判断された．
　この事業場は，ペットボトル製造のセクションと，
ペットボトルに飲料を充填するセクションとに分かれて
いる．ACDを発症した人は全員後者のセクションに所属
していた．ペットボトルの製造工程では，射出成型機を
用いるが，加熱したプラスチックレジンから溶融した中
空のチューブが作られ，冷却されてペットボトルが出来
上がる．冷却には，密閉冷却水ループシステム（CWS）
を用いる． 8人の ACD発症の 4か月前に，会社は，冷
却水のバイオサイド（殺生物剤）の供給元を変更する決
定をした．バイオサイドはどちらも類似した組成であり，
ともにMCI/MIを含んでいた．新しい供給元は，細菌レ
ベルをゼロに抑えることに重点を置き，バイオサイドの
濃度の確認は行っていなかった．労働者が ACDを発症
した後，バイオサイドの成分のMCI/MI濃度を測定した
ところ，365 ppmであった（推奨される濃度は 35 ppm以
下）．発症した労働者の話では，衣服や皮膚が冷却水に触
れる機会があったという．また，発症した労働者のうち
2人は，フォークリフト作業者であったが，冷却水に直
接触れる機会はなかったということであり，気中MCI/
MIへの曝露により発症した可能性も考えられる（ 1人は
アトピー性皮膚炎の既往が関与している可能性も考えら
れている）．すべての発症した労働者が，作業中止により
症状が改善した．
　皮膚炎の発症原因がMCI/MIであることが判明してか
ら 1週間のうちにMCI/MIはこの工程から完全に取り除
かれた．発症した労働者が治療により ACDが軽快して
職場に戻った後も，元の同じ作業に復帰することができ，
適切な防護服を着用するようになり ACDを再発するこ
とはなくなった3）．
　21歳の女性が，ハンバーガーショップで働いていて，
顔面の湿疹を発症した．彼女の仕事には，掃除用のエア
ロゾルスプレーを用いた清掃業務が含まれていた．パッ
チテストの結果，ニッケル，コバルト，tixocortol-21-piv-
alate，ホルムアルデヒド，MCI/MI，MIに陽性を示し
た4）．エアロゾルスプレーの SDSを調べた結果，MCI/MI
を含有していることが判明した．ニッケルは，過去の曝
露によるものであり，コバルトなど他の陽性であった物
質はスプレーの成分には含まれておらず，今回の皮膚症
状との関連は不明であった．以上より，今回の皮膚症状
は，エアロゾルスプレーに含まれるMCI/MIへの曝露に
よるものと結論づけられた．彼女は 2か月後に皮膚科外
来を受診した時には，すでにハンバーガーショップを辞

めており，湿疹は特に治療することなく軽快していた．
　53歳の男性が，イソチアゾリノン製造の化学工場の労
働者として働き始めて 5か月後に気管支喘息を発症し
た5）．この男性は，MCI/MIを含む様々なイソチアゾリノ
ン製剤の水溶液を容器に充填する作業に従事していた．
この作業は，換気装置を備えた密閉されたブースの中で
行われていたが，彼は，容器の交換のために頻繁にブー
スのドアを開けていたため，気中の低濃度のイソチアゾ
リノンに曝露していた可能性がある．MCI/MIなど特定
の化学物質に対する抗原特異的誘発試験は行われていな
いが，18日間職場を離れた後，職場環境に曝露して喘息
が誘発されるかどうかをみる職場環境誘発試験では陽性
の結果であったと報告されている．
　以上のように，MCI/MI曝露とMCI/MIによると考え
られる接触皮膚炎発症との有意な関連が疫学研究におい
て示され，他の施設からもMCI/MI陽性を示す症例が報
告されていることより，本物質を感作性分類皮膚第 1群
として提案する．MCI/MIの気道感作性に関しては，
MCI/MIを含有するイソチアゾリノンへの曝露による感
作の報告が 1つあるだけであり，特定の原因物質の調査
がなされていないため，現時点では分類はできない．

参考：他の機関の感作性物質分類
DFG　皮膚感作（Sh）
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